平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


コミュニケーションへの関心・意欲・態度

プロトタイプＣ
単元：

BOOK 2，LESSON 3
評価の観点（技能）：

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

≪言語活動への取組≫
評価規準：

間違うことを恐れず積極的にインタビューしている。
評価方法：

【観察】p.33, USE Speak, 2のインタビュー活動の取り組みを観察し、評価する。

留意点

１人の生徒が相手を変えて複数回インタビューするのを観察する。
事前にインタビュー活動のルールを明示しておく。

ルールの例　３つのNO　①No Japanese　②No easy English  ③No 見せっこ
評価基準：A・B・Cの3段階

複数の観察場面を設定し，観察場面ごとに○×の２段階で評価し，それを数値換算して合計，ABCに振り分ける。

○：聞き手が理解しやすくなるように工夫してインタビューしている

×：聞き手が理解しやすくなるように工夫してインタビューしていない
評価課題：
p.33のUSE Speak, 2の活動を行う。

留意点

ここでは言語活動への取り組みを評価対象としているので、言語的正確さなどは評価対象とはしない。


















